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名古屋市景況調査（令和６年上期調査）結果について 

 

市内中小企業を対象とした景気状況につきまして、令和６年上期の調査結果がま

とまりましたのでお知らせします。 

 

１ 調査の概要 

(1) 調査期間 令和 6 年 5 月13日～令和 6 年 6 月 7 日 

(2) 調査方法 郵送によるアンケート調査 

(3) 調査対象 市内の中小企業 2,200事業所 

(4) 調査事項 総合景況はじめ各種業況判断等 

(5) 回 収 数 729票（33.1％） 

 
２ 調査の結果 

市内中小企業の景況感は、横ばいで推移している。 

令和６年上期の総合景況ＤＩは、全体でマイナス23となり、前回のマイナス23か

ら横ばいで推移しました。業種別にみると、小売業、サービス業で上昇、卸売業は

横ばい、建設業、製造業で低下しております。また、令和６年下期については、全

体でマイナス16と上昇することが予想されています。 

〔総合景況ＤＩの推移〕 

 

 

 

 

 

 ※ ＤＩ(ﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ) … 業況判断指数（社数構成比）。計算式は以下のとおり。 
各ＤＩ＝（良い・増加・上昇・改善）企業割合(%) －（悪い・減少・下降・悪化）企業割合(%) 



現在直面している事業上の課題や検討事項について 

製造業、卸売業、小売業、サービス業で、「受注・来客の回復」が第一位となって

おります。また、サービス業を除く四業種で、「原油・原材料価格の高騰」が第二位

となりました。建設業では第一位に、そのほかの業種でも第三位までに「人材の確

保・維持」があがっており、売上げの回復や原油・原材料価格の高騰とともに、人

材不足も大きな課題となっていることがうかがえます。 

〔現在直面している事業上の課題や検討事項〕 
（%）

建設業 人材の確保・維持 (32.9) 原油・原材料価格の高騰 (27.4) 事業承継・後継者の育成 (27.4)

製造業 受注の回復 (45.8) 原油・原材料価格の高騰 (26.9) 人材の確保・維持 (18.8)

卸売業 受注・来客の回復 (38.0) 原油・原材料価格の高騰 (21.3) 人材の確保・維持 (23.1)

人材の確保・維持 (18.2)

事業承継・後継者の育成 (18.2)

サービス業 受注・来客の回復 (38.1) 人材の確保・維持 (21.2) 事業承継・後継者の育成 (19.6)

1 2 3

業

種
別

小売業 受注(来客)の回復 (49.5) 原油・原材料価格の高騰 (22.2)

 
 

価格転嫁への取り組みについて 

価格転嫁に取り組んでおり、価格転嫁できたとの回答は、合わせて全体の58.9％

となりました。価格転嫁済の割合としては、「４～１割程度」が最も多い回答となっ

ています。一方、「取り組んでいるが、価格転嫁ができなかった」との回答は、28.7％

に上りました。 

価格転嫁できたとの回答を業種別にみると、卸売業が80.6％と最も高く、小売業

が50.4％と最も低くなっています。 

〔全般的なコスト上昇分の価格転嫁への取り組み〕 
 （%）
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